
大
分
県
南
部
か
ら
宮
崎
県

北
部
に
か
け
て
続
く
日
豊
海

岸
国
定
公
園
は
、
複
雑
な
リ

ア
ス
式
海
岸
が
最
大
の
特
徴

だ
。
中
で
も
大
分
県
佐
伯
市

蒲
江
（
旧
蒲
江
町
）
と
宮
崎

県
延
岡
市
北
浦
（
旧
北
浦

町
）
は
、
旧
町
時
代
か
ら
基

幹
産
業
の
漁
業
な
ど
を
通
し

て
交
流
を
持
っ
て
き
た
、
つ

な
が
り
の
濃
い
地
域
だ
。

■
独
自
文
化
を
持
つ
浦

蒲
江
と
北
浦
に
は
計
１７
の

浦
（
入
り
江
）
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
独
自
の
文
化
を
持

つ
。
例
え
ば
、
蒲
江
で
は
同

じ
巻
き
貝
で
も
「
カ
マ
ポ
ッ

ポ
」「
ナ
ン
マ
イ
ド
」「
サ
ム

ラ
イ
ギ
ッ
チ
ョ
」
な
ど
と
、

浦
々
で
呼
び
名
が

異
な
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
「
浦

文
化
」
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
お
互

い
の
地
域
を
発
展

さ
せ
て
い
こ
う
、

と
い
う
取
り
組
み

が
両
地
域
の
日
本

風
景
街
道
「
蒲
江
・
北
浦
大

漁
海
道
」
だ
。

動
き
は
旧
蒲
江
町
か
ら
始

ま
っ
た
。
旧
町
観
光
協
会
事

務
局
長
と
し
て
指
定
に
向
け

て
奔
走
し
た
の
が
、
古
田
浅

男
さ
ん
（
３８
）
∥
佐
伯
市
観

光
協
会
事
務
局
次
長
。
日
本

風
景
街
道
指
定
ま
で
の
旧
蒲

江
町
の
取
り
組
み
を
「
古
里

大
好
き
人
間
」
の
古
田
さ
ん

に
聞
い
た
。

■
「
食
観
光
」
の
は
じ
ま
り

「
ひ
ょ
ん
な
こ
と
」
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
。
９９
年
の

秋
。
町
主
催
の
「
ノ
ジ
ギ
ク

ま
つ
り
」
が
台
風
の
影
響
で

花
の
咲
き
具
合
が
悪
く
、
中

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
古
田
さ
ん
は
生
産

者
や
民
宿
経
営
者
ら
と
「
蒲

江
名
物

昼
飯
ま
つ
り
」
を

急
き
ょ
開
催
。
１
日
に
約
１

０
０
０
人
が
つ
め
か
け
、
思

わ
ぬ
成
功
を
収
め
た
。
「
食

観
光
」
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

Ｊ
Ｒ
と
交
渉
し
、
グ
ル
メ

列
車
で
誘
客
。
養
殖
が
盛
ん

な
ヒ
ラ
メ
や
ヒ
オ
ウ
ギ
ガ

イ
、
ブ
リ
な
ど
を
売
り
込
ん

だ
。
中
で
も
０４
年
に
始
め
た

「
伊
勢
え
び
ま
つ
り
」
は
、

順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

た
。
０７
年
度（
９
～
１１
月
）の

実
食
数
１
万
２
１
８
０
食
、

経
済
効
果
１
億
２
６
４
０
万

円
は
、
と
も
に
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。

参
加
店
が
締
結
す
る
「
東

九
州
伊
勢
え
び
海
道
憲
章
」

に
は
次
の
よ
う
な
趣
意
を
う

た
っ
て
い
る
。
「
持
続
的
な

漁
業
で
あ
る
海
業
（
う
み
ぎ

ょ
う
）
を
展
開
し
『
海
業
ツ

ー
リ
ズ
ム
』
の
推
進
に
資
す

る
」。「
一
次
産
業
に
観
光
の

要
素
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
、

交
流
に
つ
な
が
り
、
フ
ァ
ン

が
増
え
て
い
く
」（
古
田
さ

ん
）と
い
う
素
地
が
で
き
た
。

■
体
感
講
座
「
渡
世
大
学
」

「
浦
に
女
性
あ
り
」
。
古

田
さ
ん
は
「
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
し
て
い
る
女
性
た

ち
を
い
か
に
輝
か
せ
る
か
」

が
、
「
蒲
江
・
北
浦
大
漁
海

道
」
の
成
功
の
鍵
を
握
る
と

み
て
い
る
。

蒲
江
側
の
女
性
の
代
表

は
、
民
宿
や
水
産
会
社
を
経

営
す
る
橋
本
正
恵
さ
ん（
５９
）

だ
。
９６
年
に
旧
蒲
江
町
観
光

協
会
長
に
就
任
し
、
古
田
さ

ん
と
二
人
三
脚
で
「
地
元
の

産
物
を
売
り
込
み
、
町
を
知

っ
て
も
ら
う
」
活
動
に
ま
い

進
し
て
き
た
。

佐
伯
市
と
合
併
し
た
後
の

０６
年
１
月
に
は
「
か
ま
え
ブ

ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
」

を
結
成
し
、
会
長
に
就
任
し

た
。
「
蒲
江
に
は
１２
の
浦
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を

持
っ
て
浦
を
輝
か
せ
た
い
」

と
橋
本
さ
ん
。

同
研
究
会
の
主
な
活
動
は

体
感
講
座
「
渡
世
大
学
」
。

渡
世
と
は
「
生
き
方
や
生
業

（
な
り
わ
い
）」
の
こ
と
。
蒲

江
全
域
を
学
校
に
見
立
て
、

ブ
リ
の
養
殖
場
な
ど
の
講
師

（
リ
ー
ダ
ー
）の
作
業
所
を
教

室
に
す
る
。
海
、
空
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
だ
。
「
ヒ
オ
ウ
ギ
ガ

イ（
二
枚
貝
）キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
」「
ブ
リ
養
殖
体
験
」「
イ
セ

エ
ビ
の
さ
ば
き
方
教
室
」

「
真
珠
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク

セ
サ
リ
ー
作
り
」
な
ど
１１
講

座
を
そ
ろ
え
た
。
そ
し
て「
人

情
や
個
性
」
を
売
り
に
す
る

講
師
が
、
体
験
者
を
引
き
つ

け
る
。

成功の鍵握る女性たち

「後世に伝える北浦の味」

を手にする村田さん大漁旗で作った服を着る橋本さん

４

海岸清掃をする地域住民

「浦の魅力を磨きたい」と語る古田さん
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橋
本
さ
ん
は
言
う
。
「
一

つ
の
浦
で
１０
人
の
リ
ー
ダ
ー

が
育
て
ば
、
蒲
江
で
１
０
０

人
の
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ

る
」
。
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
「
原
石
を
磨
く
人
づ
く

り
」
で
も
あ
る
。

北
浦
側
で
は
蒲
江
に
や
や

動
き
が
遅
れ
て
い
る
が
、
今

年
５
月
、
日
本
風
景
街
道
の

活
動
を
進
め
る
組
織
「
き
た

う
ら
風
景
海
道
推
進
協
議

会
」
が
発
足
し
た
。
協
議
会

の
会
長
に
は
、
北
浦
町
地
域

婦
人
連
絡
協
議
会
会
長
の
村

田
宮
子
さ
ん
（
５３
）
が
就
い

た
。村

田
さ
ん
は
勤
務
す
る
児

童
館
近
く
を
走
る
国
道
３
８

８
号
の
清
掃
活
動
を
子
ど
も

ら
と
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
続
け

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
は

同
国
道
沿
い
に
花
を
植
え

て
、
空
き
缶
で
花
壇
を
作

り
、
管
理
し
て
い
る
９０
歳
を

超
え
る
お
年
寄
り
も
い
る
。

「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

の
道
路
を
き
れ
い
に
す
る
地

道
な
『
道
守
』活
動
が
原
点
」

と
村
田
さ
ん
。

活
動
の
も
う
一
つ
の
柱
が

「
北
浦
に
あ
る
物
を
使
っ

て
、
地
域
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
」
。
宮
崎
県
の
水
産
ブ
ラ

ン
ド
に
な
っ
て
い
る
「
北
浦

灘
ア
ジ
」
を
小
学
生
に
さ
ば

か
せ
、
干
物
を
作
ら
せ
た
り

し
て
い
る
。
今
年
３
月
に

は
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
郷
土
料
理
を
お
年
寄

り
か
ら
聴
い
て
発
掘
。
料
理

冊
子
「
後
世
に
伝
え
る
北
浦

の
味
」
を
８
０
０
部
作
成
し

た
。
「
ヒ
ジ
キ
の
天
ぷ
ら
」

は
、
蒲
江
の
人
た
ち
も
知
ら

な
い
調
理
方
法
だ
っ
た
。

「
こ
の
本
を
う
ま
く
使
っ

て
、
伝
統
料
理
を
食
べ
る

ツ
ア
ー
が
で
き
な
い
か
考
え

て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
も
講

師
に
な
る
と
張
り
切
っ
て
ま

す
」。旧

北
浦
町
も
０６
年
２
月
に

延
岡
市
と
合
併
し
た
。
村
田

さ
ん
は
「
合
併
し
て
、
北
浦

が
忘
れ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
不
安
が
あ
る
」
と
い
う
。

「
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

今
、
北
浦
に
行
き
た
い
と
い

う
人
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て

お
か
な
い
と
」
。
６
年
の
経

験
が
あ
る
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で

浦
々
を
回
る
ツ
ア
ー
の
構
想

も
抱
く
。

■
�
浦
根
性
�
も
大
切
に

古
田
さ
ん
は
「
昔
は
『
浦

根
性
』
と
い
え
ば
、
『
俺
た

ち
の
浦
が
一
番
。
あ
そ
こ
の

浦
は
だ
め
だ
』
と
い
う
よ
う

に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
受

け
取
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
」
と

い
う
。
「
で
も
今
、
そ
の
プ

ラ
イ
ド
も
大
切
に
し
な
い
と

い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
思
う
。
浦
の
生
業
文
化
を

磨
き
、
競
う
こ
と
の
必
要
性

を
実
感
し
て
い
る
。

一
つ
一
つ
の
浦
が
、
そ
し

て
浦
の
一
人
一
人
が
主
人
公

と
し
て
輝
く
時
、
「
蒲
江
・

北
浦
大
漁
海
道
」
は
色
鮮
や

か
な
大
漁
旗
が
は
た
め
き
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
地
域

に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

私
は
現
在
、
日
本
大
学
の
体

育
学
科
に
学
ぶ
大
学
生
で
す
。

１
月
下
旬
に
０８
年
度
の
「
第
４０

回
ミ
ス
日
本
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
ま
し
た
。
初
代
の
ミ

ス
日
本
は
、
女
優
の
山
本
富
士

子
さ
ん
で
、
第
２４
回
に
は
藤
原

紀
香
さ
ん
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

る
、
す
ば
ら
し
い
グ
ラ
ン
プ
リ

で
す
。

水
泳
、
マ
ラ
ソ
ン
、
料
理
が

得
意
な
、
ど
こ
に
で
も
い
る
女

子
大
生
の
自
覚
し
か
な
か
っ
た

私
は
、
「
受
賞
は
何
か
の
間
違

い
な
の
で
は

な

い

か

」

と
、
思
考
回

路
が
止
ま
る
く
ら
い
本
当
に
驚

き
ま
し
た
。
一
方
で
小
さ
い
と

き
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
培
っ
て
き

た
心
身
が
生
ま
れ
て
初
め
て
認

め
ら
れ
、
褒
め
ら
れ
た
よ
う
な

気
が
し
て
「
と
て
も
う
れ
し
い

と
い
う
」
気
持
ち
が
こ
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
私
が
今
、
胸
に
描
く

将
来
の
道
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て

「
人
に
夢
や
笑
顔
を
与
え
る
女

性
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
が
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
の
は

親
の
影
響
で
す
。
父
は
ス
キ
ー

の
指
導
員
資
格
を
持
ち
、
母
は

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
６０
㌔
を
上
げ
る

市
民
ラ
ン
ナ
ー
。
私
は
３
歳
の

時
か
ら
水
泳
を
習
い
ま
し
た
。

無
理
や
り
の
感
も
あ
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
と
の
最
初
の
出
合
い
で

し
た
。
し
か
し
、
運
動
好
き
の

遺
伝
子
は
受
け
継
い
だ
よ
う

で
、
す
ぐ
に
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中

し
ま
し
た
。
中
学
、
高
校
で
は

水
泳
部
で
女
子
主
将
を
務
め
、

現
在
も
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
な
ど
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
は
？
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
幼
い
こ

ろ
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
ス

ポ
ー
ツ
を
生
活
の
一
部
と
し
て

い
た
の
で
、
い
ざ
質
問
さ
れ
る

と
少
々
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
つ
確
実
に
い
え
る

こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
世
界
共

通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
、
高
時
代
は
水
泳
部
内
の

人
間
関
係
に
悩
ん
だ
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
中
学
で
は
同
級
生

全
員
が
退
部
し
て
し
ま
い
、
孤

立
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
時
代
は
気
を
遣
い

過
ぎ
て
失
敗
し
た
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
女
子
主
将
の
立

場
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
後

輩
ら
を
直
接
、
厳
し
く
注
意
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
。

相
手
に
強
く
物
事
を
い
え
な

い
性
格
の
私
は
、
顧
問
や
両
親

に
相
談
も
で
き
ず
、
当
時
は
一

人
で
悩
み
続
け
ま
し
た
。
悩
ん

だ
末
に
出
し
た

答
え
が
「
言
葉

で
伝
え
る
の
が

難
し
い
な
ら
態
度
で
示
そ
う
」

で
し
た
。
黙
々
と
練
習
に
励
め

ば
誰
か
一
人
で
も
理
解
し
て
く

れ
る
人
が
い
る
と
思
い
、
人
の

倍
以
上
の
努
力
を
し
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
、
ホ
ノ
ル
ル
で
の

初
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
た
と
き

も
相
手
を
思
い
や
る
多
く
の
人

と
出
会
い
、
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ

が
持
つ
力
、
人
間
が
持
つ
力
に

感
動
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は

国
境
を
越
え
、
人
種
を
越
え
、

言
語
を
越
え
、
そ
し
て
平
和
を

つ
く
り
だ
し
ま
す
。
私
も
そ
の

一
役
を
担
え
た
ら
最
高
の
「
私

の
道
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

改
正
道
路
交
通
法
の
施

行
で
安
全
対
策
が
い
っ
そ
う

強
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
夜
間
事
故
は
昨
年
も
依

然
、
事
故
件
数
の
４
分
の
１

を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
の

商
品
が
「
安
心
光
」
シ
リ
ー

ズ
の
交
通
安
全
商
品
、
「
て

る
て
る
ボ
ー
ル
」（
明
日�
元

気
�
に
な
～
れ
、
の
願
い
も

込
め
ま
し
た
）
、
「
安
全
タ

グ
」、「
安
全
シ
ー
ル
」で
す
。

夜
間
事
故
防
止
策
と
し
て

警
察
な
ど
で
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
が
早
く
歩
行
者
、
自
転
車

に
気
付
く

よ

う
、
反
射
材
付

き
帽
子
や
ベ
ル

ト
、
バ
ッ
グ
な

ど
の
着
用
を
推

奨
し
て
お
り
ま

す
。「
安
心
光
」

は
反
射
材
に
さ

ら
に
、
太
陽
な

ど
を
蓄
え
て
発

光
す
る
「
蓄
光

顔
料
」
を
組
み

合
わ
せ
ま
し
た

の
で
、
ダ
ブ
ル

効
果
で
視
認
性

が
高
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
被
災
し
た
際
、
暗

闇
の
中
で
目
印
と
し
て
役
立

つ
生
活
用
具
が
必
要
と
痛
感

し
た
体
験
を
生
か
し
た
ア

イ
デ
ア
商
品
で
、
特
許
、
実

用
新
案
を
取
得
し
て
い
ま

す
。兵

庫
県
や
神
戸
市
が
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
等
育
成
に
設
け

た
「
兵
庫
の
新
商
品
」
「
神

戸
の
新
商
品
」
に
も
認
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

価
格
は
「
て
る
て
る
ボ
ー

ル
」
１
０
０
０
円
、
「
安
全

タ
グ
」
１
５
０
０
円
、
「
安

全
シ
ー
ト
」
８
５
０
円
。

株
式
会
社
新
田
製
作
所

〒
６
５
３-

０
０
４
５
神

戸
市
長
田
区
駒
ヶ
林
南
町
１

｜
７９☎

０
７
８-

７
３
３-

２
１

１
５

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
t
t
a

-s

e
i
s
a
k
u
s
y
o
.
c
o
m

６月１日から、改正道路交通法により後部座席のシートベルト着用が義務化されま

した。運転席・助手席はもちろん、後部座席においてもシートベルトを正しく着用し

ましょう。

後部座席でシートベルトを着用せず交通事故に遭った場合の危険性

・後部座席に乗る人自身が障害を負う

・運転者、助手席に乗る人に被害が拡大

・クルマの外に投げ出される

ＪＡＦ、警察庁の調査によりますと、後部座席のシートベルト着用率は、「一般道

８．８％」、「高速道路１３．５％」と低い数値です。すべての席でシートベルト着用をお願

いします。

http://www.jaf.or.jp/library/

シートベルト着用の効果を検証した「ＪＡＦ

ユーザーテスト」の映像や、ＪＡＦ／警察庁

シートベルト着用調査のデータなどが見られ

ます。

だから締めよう後部座席シートベルト

「締めないで安全な席はない！」

蒲江の浦の一つ、竹野浦河内の風景

「ＪＡＦユーザーテスト」から。シートベルトをし

ていないダミーは、衝突時に前席へ飛び込む

ＪＡＦライブラリー

減
ら
そ
う
！
歩
行
者
・
自
転
車
の
夜
間
事
故

私の道

３
歳
で
水
泳
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
が
夢

視認性高い蓄光＋反射グッズ

安 心 光

０８
年
度「
ミ
ス
日
本
」

グ
ラ
ン
プ
リ

す
ず
き
・
え
り

１
９
８
７
年
１２
月
生
ま
れ
、
東
京
都
出

身
。
１
月
下
旬
、
都
内
で
行
わ
れ
た
「
ミ
ス
日
本
」
コ
ン
テ
ス

ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。
身
長
１
６
５
㌢
。好
き
な
色
は
黒
。

座
右
の
銘
は
「
一
期
一
会
」。
日
大
体
育
学
科
３
年
在
籍
。

鈴
木
恵
理
さ
ん
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